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草地の更新


　牧草の収量は経年化にともなって減少していくので、やがて更新が必要になります。
これに対応する草地の更新指標（天北地域の鉱質土）は、土壌の化学性としてｐＨ（Ｈ
２０）、理学性として固相率または硬度、植生状況として各草種ごとの冠部被度および
収量による評価点で決められています。

　天北地域における草地の基盤となる土壌は、その性質の違いから鉱質土、泥炭土に大
きく分けられ、次のように草地更新の方法が異なります。


鉱質土および泥炭土草地の特徴と更新時の留意事項


草地の利用目的と導入草種
　牧草地の利用方法は採草と放牧の２つに大別されます。したがって、草地を更新する
ときはそれぞれの用途に適した草種を選ぶことが重要です。




主な草種の使い方


天北地域の酪農家における草地の主体草種と今後の意向

（天北農試　１９９５年）

　現状における採草地の主体草種はチモシーが最も多く、次いでオーチャードグラス、
アルファルファとなっています。放牧地はオーチャードグラスが最も多く、次いでペレ
ニアルライグラス、チモシーとなっています。これに対して、今後増加したい草種をみ
ると採草地ではアルファルファ、放牧地ではペレニアルライグラスが最も多く、草種の
利用目的とも一致しています。なお、それを実現するためには草地の更新が必要です。


現在の主体草種と今後増加させたい草種


牧草科より

放牧用ペレニアルライグラス新品種開発中

　ペレニアルライグラスはチモシーおよびオーチャードグラスのように馴染みのある牧
草ではありませんが、嗜好性が高く、高密度草地で季節生産性が良好であるなど、集約
放牧に適するという特性から、近年道北地域を中心として栽培面積が急増しています。
ペレニアルライグラスの優良品種はほとんどが外国産であり、北海道の気候風土に適す
る道産品種が望まれています。

　当科ではこのペレニアルライグラスの新品種開発に向けて研究を進めており、平成７
年度から系統の地域適応性試験が開始され、天北農試で育成される品種の誕生が期待さ
れています。

　その他、各種牧草およびサイレージ用とうもろこしの優良品種選定も実施していま
す。
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